
5399 心模様：一十百千万・京都大原の秋 ③ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

道中にて、水のある光景との出会い。⾯⽩そう。 

⼤原の⾥から、途中越え、琵琶湖⼤橋経由、東岸を近江⼤橋までと、脳裏にあったものの、 

この⽇のスタートは、所⽤でお昼前。夜道に⽇暮れはないものの、 

その上、秋模様が誘惑。靜原から江⽂峠、大原の里へは夕方になってしまった。 

これも、全くの想定外ではない。轟音と遊ぶひと時。 

 

 

 

 

 

   
 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜	
 

 

 
 

 

 

   


